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市
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
保
育
料
を
据
え
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
複
雑

多
様
化
す
る
子
育
て
の
要
望
に
対
応
し
、
様
々
な
保
育
施
策
や
子
育
て
支
援
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
保
育
所
運
営
の
経
費
も
毎
年
増
大
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
保
育
料
は
、
都
下　

市
の
中
で
最
も
低
い
水
準
と
な

２６

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
「
町
田
市
保
育
料
問
題
研
究
会
」
が
示
し
た
保
育
料
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
保
育
料
を
改
定
し
ま
す
。

　

野
津
田
町
の
新
袋
橋
と
小
野
路
を
結

ぶ
、
（
仮
称
）
綾
部
原
ト
ン
ネ
ル
（
主

要
地
方
道
府
中
町
田
線
）
の
起
工
式
が

　

月
８
日
、
東
京
都
と
町
田
市
、
地
権

１０者
、
工
事
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
東
京
都

が
多
摩
地
域
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図

る
た
め
重
点
的
に
進
め
て
い
る
多
摩
南

北
道
路
整
備
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

延
長
７
３
０
メ
ー
ト
ル
、
ト
ン
ネ
ル

部
分
３
９
０
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
員
は
車

道
片
側
２
車
線
７
・
５
メ
ー
ト
ル
、
歩

道
３
メ
ー
ト
ル
が
計
画
さ
れ
、
完
成
は

平
成　

年
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１７

安
全
の
確
保

　

ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
よ
り
歩
道
と
車

道
が
区
分
さ
れ
、
直
線
で
結
ば
れ
る
こ

と
に
よ
り
生
活
道
路
と
し
て
安
全
に
通

行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

時
間
の
短
縮

　

現
在
の
交
差
点
は
、
一
日
約
２
０
０

０
０
台
と
交
通
量
も
多
く
、
ま
た
狭
い

道
路
が
大
き
く
迂
回
し
て
い
る
た
め
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
し
た
が
、
ト

ン
ネ
ル
の
整
備
に
よ
り
片
側
２
車
線
の

直
線
道
路
に
な
り
、
渋
滞
も
解
消
さ

れ
、
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

事
故
の
減
少

　

現
在
は
片
側
１
車
線
で
見
通
し
も
悪

く
、
対
向
車
や
歩
行
者
の
事
故
も
あ
り

ま
し
た
が
、
片
側
２
車
線
と
な
り
対
向

車
線
と
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
事

故
の
減
少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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　国際海外協力事業団のシニ
ア海外ボランティアに町田市
から２人の方の派遣が決ま
り、それぞれ現地へ向け出発
しました。任期は２年です。
　エジプトへ派遣の萩原正道

１０月８日、寺田市長と地元選出都議等でくわ入れが行われました
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◇
増
大
す
る
保
育
所
の
運
営
費

　

市
内
の
認
可
保
育
園
は
、
現
在　

か
３８

所
で
、
そ
の
運
営
経
費
は
、
国
・
都
・

市
・
保
護
者
（
利
用
者
）
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
所
運
営

に
要
す
る
経
費
は
、
平
成
９
年
度
で

は
、　

億
１
６
５
９
万
円
で
し
た
。
し

４４

か
し
、
平
成　

年
度
の
保
育
所
運
営
経

１３

費
は　

億
６
５
６
３
万
円
と
な
っ
て
い

５６

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市
が
負
担
し
た
経

費
は
、　

億
９
２
１
６
万
円
か
ら　

億

１３

２６

４
２
４
１
万
円
と　

億
５
０
２
５
万
円

１２

（　

・
８
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

８９

　

一
方
、
保
護
者
が
負
担
す
る
保
育
料

は
、
５
億
２
７
７
７
万
円
か
ら
５
億
６

２
３
５
万
円
と
約
３
４
５
８
万
円
（
６

・
６
％
）
の
増
に
と
ど
ま
り
、
保
育
所

の
運
営
経
費
に
占
め
る
割
合
は
小
さ
く

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
負
担
割
合

は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
市
の
負
担

が
全
体
の　

・
７
％
を
占
め
、
国
は　

４６

１５

・
５
％
、
都
が　

・
６
％
、
保
護
者
（
利

２７

用
者
）
が
９
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
保
育
料
改
定
の
必
要
性

　

保
育
料
は
、
国
が
徴
収
基
準
額
（
保

護
者
が
負
担
す
べ
き
保
育
料
）
を
定
め

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
独
自
に
基
準
額

を
設
定
し
、
保
護
者
に
代
わ
り
そ
の
一

部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保

育
料
が
６
年
間
据
え
置
か
れ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
国
の
基
準
額
の
保
育
料
と

の
差
は
年
々
大
き
く
な
り
、
そ
の　

％
６０

を
市
が
肩
代
わ
り
負
担
し
て
い
ま
す

（
全
体
経
費
の　

・
９
％
）
。
国
の
徴

１４

収
基
準
額
に
対
す
る
保
護
者
の
負
担
割

合
は
、　

・
０
％
と
都
下　

市
の
中
で

４０

２６

最
低
水
準
で
す
。

　

市
で
は
、
経
費
の
節
減
、
既
存
事
業

の
大
胆
な
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
保

育
事
業
に
つ
い
て
も
均
衡
の
と
れ
た
対

応
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　

　

そ
の
た
め
、
平
成
８
年
に
「
町
田
市

保
育
料
問
題
研
究
会
」（
学
識
経
験
者
、

保
護
者
等
で
構
成
）
が
示
し
た
保
育
料

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
（
国

徴
収
基
準
額
に
対
す
る
保
護
者
負
担
割

合
を　

％
目
途
。
保
護
者
負
担
の
不
公

５０

平
感
の
是
正
。
保
護
者
に
対
し
て
急
激

な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
。
）

に
基
づ
き
、
保
育
料
の
改
定
を
行
う
も

の
で
す
。

　

市
で
は
、
待
機
児
童
の
解
消
（
特
に

低
年
齢
児
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
）
や
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
保
育
料
徴
収
基
準
額

表
は
、
今
後
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。　

〈
改
定
の
あ
ら
ま
し
〉

　

保
育
料
は
、
主
に
前
年
分
の
所
得
税

の
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
従
来
ど
お
り
所
得
に
応
じ
た
保
育
料

の
負
担
を

　

階
層
区
分
は
従
来
ど
お
り
で
、
同
一

階
層
の
改
定
幅
は
３
歳
未
満
児
で
３
０

０
円
〜
７
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
児
で

３
０
０
円
〜
５
０
０
０
円
で
す
。
平
均

改
定
率
は　

・
５
％
に
な
り
ま
す
。

１８

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
一
部
が

有
料
に

　

ひ
と
り
親
世
帯
等
を
除
く
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
新
た
に
月
額

１
２
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
同
一
世
帯
で
３
人
以
上
保
育
の
実
施

の
場
合
は
、
末
子
を
除
き
す
ぐ
上
の
年

長
児
を
基
準
額
の
３
割
減
額
、
更
に
そ

の
上
の
年
長
児
を
９
割
減
額
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
基
準
額
を
３
割
減
額
し

た
額
が
１
２
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き

は
１
２
０
０
円
と
し
ま
す
。
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平成１３年度保育運営費負担内訳�
総額５６億６５６３万円�

国負国負担�
8億８００９万円�

１５．５％�

国負担�
8億８００９万円�

１５．５％�

都負担�
１５億６０６９万円�
２７．６％�

市負担�
２６億４２４１万円�
４６．７％�

雑入�
０．３％�

保育料保育料�
　　　　　　　　　　５億６２３５万円�

９．９％�

保育料�
　　　　　５億６２３５万円�

９．９％�

国で定められた保護者が負担すべき保育料�
１４億４３３万円�

市肩代わり保育料（１４．９％）�
8億４１９８万円�

さんは民間会社で水産養殖飼料の研究など
にたずさわっていました。マレーシア等で
海外ボランティアとして養殖技術指導の経
験もあり、今回は、以前の知識経験を生か
し、養殖技術者の指導などを
行う予定です。また、現地の
方との友好親善も心がけたい
と抱負を語っていました。
　一方、フィジーへ派遣の山
室幸之助さんは民間会社に３０
年間勤務し、その間培った技
術などを生かし、世界に貢献したいとの強
い希望で応募したものです。
　現地ではコンピュータネットワーク構築
などを指導する予定です。また、スポーツ、
文化活動などにも積極的に関わっていきた
いと抱負を語っていました。

萩原正道さん

山室幸之助さん


